
　腹式呼吸に使用するロングピロピロを使ったフレイル
予防を実践しています。フレイル予防や高齢者の居場所
づくりに、スポーツ吹矢を練習したら好評で組合員相互
の親睦を図る事が出来るとの思いで支部を設立しました。
高齢者の居場所づくりの一環として、 組合員同士が親睦
を図りながら月 2 回、練習日を開催、活動をしています。
　今年 3 月初旬から活動をスタート。皆で話し合いな
がら和気あいあいと練習をしています。また練習終了
後に行う会場でのお茶のみ話では、吹矢の練習状況を
話し合っています。利根保健生協利根歯科診療所の中
澤桂一郎所長の話では、全国の医療生協の講演でも口
腔ケアを行うことはフレイル予防に欠かせないそう。
スポーツ吹矢は、口腔ケアにもってこいのスポーツで
あり、組合員の皆と一緒に練習を行いながら健康増進
に取り組んでいきます。

スポーツ吹矢で組合員相互の親睦図る
口腔のフレイルケアにもってこいのスポーツ
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　２０１０年３月に 65
歳以上のスポーツ吹矢
体験会に参加したこと
が支部起ち上げのキッ
カケ。今年で早や 13 年。
支部メンバーの平均年
齢 も 高 ま り、 そ の 上、
コロナ禍で活動が停滞していたところ「もっと楽しく！
もっと自由に！」の、年会費無料を掲げる振興協会を
知り、気持ちを新たに再出発。皆で持ち寄った支部名
の候補から「松戸アローズ」に改名し活動再開しました。
　お正月は、お供え餅・門松・富士山などを模した『手
作り的』の “ 吹く笑い ” で盛り上がりました。今後も
スポーツ吹矢を中心に、旅行や懇親会も楽しめる場と
して息の長い活動を続けます。

１３年の伝統支部「もっと楽しく！もっと自由に！」再出発
「吹く笑い」で盛り上がる
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　８年前に地区自治会で
「 楽 し く、 笑 顔 」 を モ ッ

トーにスポーツ吹矢クラ
ブを立ち上げました。基
本動作を重視、心技練磨
の結果、皆上達してきた
ので気持ちも新たに今年
２月に「いすみ菜の花支部」を創立。現在支部員は７人（男
3・女 4）で、毎回練習に入る前に吹矢体操と基本動作の確
認を行っています。各自ラウンドごとに黒板に点数を記入
し意識を高めています。また７点の黒点への「ど真ん中賞」
と「パーフェクト賞」を設け賞品を進呈し意欲づけも。さ
らに練習後のミーティングで反省・改善のやりとりをして
います。いすみ市の市章は「イ」をモチーフにした羽ばた
く鳥。我が支部も羽ばたく鳥の如く大きく飛躍します。

実技に入る前に吹矢体操と基本動作を確認
いすみ市の市章「羽ばたく鳥」の如く大きく飛躍する
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　老人会の仲間の間で “ 健康に良く肺活量を増やし、
呼吸器を鍛える ” ために効果的な運動としてスポーツ
吹矢が話題になり、支部の設立に至りました。
　現在は個人的に練習を行なっています。
　支部としての活動はまだ十分ではありませんが、早
く活動を本格化させ、吹矢の技術向上に力を入れてい
きます。
　段位級位資格にも挑戦して励みにしていきます。
　皆、腕前に自信がついたその時には、他支部との交
流試合も実現したいです。

「肺活量増やし呼吸器鍛えよう」と支部設立
段位級位試験にも挑戦、励みにする
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　２０１５年１月より茨城県牛久地区の有志とともに
吹矢を通して健康増進、高齢者の認知症防止を目指し
活動をスタート。支部名の「飛翔」は、その年の干支、
羊が元気に跳ねる姿にちなんだもの。新型コロナで
１０数人いたメンバーも６人に減少。今後、メンバー
をどんどん増やそうと振興協会にて支部を発足しまし
た。
　練習は毎週日曜の午前中に牛久市本町行政区民会館
で開催。コロナ前は練習後、茶会も実施していました
が現在自粛中。メンバーは行政区・シニア会・サーク
ルのリーダーなどで構成されておりコミュニティーヘ
の関心が高く、スポーツ吹矢を一人でも多く体験して
もらい、健康で明るく楽しいコミュニティーづくりに
貢献して行きたいです。

健康増進、認知症防止目指し活動スタート
一人でも多くの人にスポーツ吹矢体験してもらう

茨城茨城
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会一般社団法人スポーツ吹矢振興協会
牛久本町飛翔支部牛久本町飛翔支部
米ノ井 恒夫支部長（二段位）

　２０１１年の東日本大震災、それに伴う原発事故の
影響と２０１９年の台風１８号の浸水被害、さらには
新型コロナウイルス感染拡大等により会員数も減少。
そのような状況の中でも我が支部は “ ８０歳の壁 ” を
乗り越えるべく、週 1 回の吹矢の練習でそれぞれが
集中力を高めながら「的」を目指しています。
　練習場所は郡山市「芳賀地域公民館」。毎週金曜の
午前中に開催。練習後のコーヒータイムは、時間を忘
れるほどおしゃべりに花が咲き、認知症予防にもなっ
ています。
　今回、振興協会への入会に伴い、高齢になっても身
体と頭を働かせることができる「吹矢の効能」を幅広
く喧伝し、今後も継続して多くの仲間を増やしていき
たいです。

どんな困難も“80歳の壁 ”も吹矢で乗り越える
「吹矢の効能」拡散して仲間を増やす
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　令和 4 年 1 月、スポー
ツ吹矢経験者 5 人を中
心に支部を発足。現在
会員は、五段から 1 級
までの 11 人で活動して
います。
　支部活動の目的は①
会員相互の親睦、②健康増進、③技術の向上。この 3
つのテーマと『楽しくなければ吹矢じゃない !』の理
念をもとに皆で吹矢を楽しんでいます。
　紅一点のマドンナが明るい雰囲気を醸し出し、毎週
火曜の練習後のランチも楽しみのひとつ。緊張感漂う
記録会はじめ、季節毎の催し、チーム分けしての団体
戦なども開催しています。皆で知恵を出し合いスポー
ツ吹矢を「エンジョイ」しています。

相互の親睦・健康増進・技術向上が共通の目的
知恵を出し合いスポーツ吹矢を「エンジョイ !!」
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　地域の交流センターか
らお声掛けがあり、有志
数名で吹矢の講習を受け
たのがきっかけとなり、
２０２２年１２月、主要メ
ンバー６人の同意を得て
支部を設立しました。
　練習は、日立市「かねはた老人ホーム」で毎月第 1・
3 水曜（９～１２時）に、近隣住民に開放しているスペー
スを利用して活動。3 ヶ月に 1 回程度ミニ大会を実施し、
技術向上に努めています。支部メンバー以外にも常時
10 ～ 12 人が練習に参加、親睦とコミュニケーション
を旨に、楽しく仲良く吹いています。昨年秋から段位
認定資格者の指導もありメンバーの昇級昇段の気運が
アップ。健康維持、精神修養にも努めていきます。

昇級昇段の気運アップ！！
ミニ大会で技術向上、健康維持増進、精神修養にも努める
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　吹矢を通して健康の
楽 し さ を 分 か ち 合 い、
費用がかからなくても
活動を維持できる場所
を作るべく新規支部を
設立しました。
　定例会は、川越市古
谷市民センターで毎週木曜（午後）と毎月最終日曜（午
前）に開催しています。練習のスコアを記録し一覧表
にして各自に配付するほか、35 点満点を獲得すると写
真撮影し皆で表彰しています。また 10 分間程度の座学

（吹矢、呼吸、身体のこと）を取り入れ、健康増進にも
努めています。
　家族に見守られながら健康で楽しく、できるだけ安
価に支部を維持しながら吹矢道の完成を目指します。

吹矢を通し健康の楽しさ分かち合う
３５点満点は写真撮影して表彰
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全国で地域支部の設立がさらに加速しています（一面ご参照）
今年 4 月末までで 200 支部を超え、今年の目標の 300 支部も超える勢いです。
今回も一部の 20 支部をご紹介させていただきます。

「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」へ「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」へ

全国で地域支部続々誕生 !!全国で地域支部続々誕生 !!
新規支部紹介新規支部紹介
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